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論文内容の要旨 

【目 的】 

歯は人体で最も硬い器官であり，物理的・化学的な影響を最も受けにくい．しかし，経年的に

咬耗が進行し，歯髄腔の容積は減少していくことが広く知られている．そのため，咬耗の程度（咬

耗度）と年齢，および歯髄腔容積と年齢には高い相関があるとされ，以前から咬耗度からの年齢

推定や CT撮影による歯髄腔形態や容積からの年齢推定が研究され，咬耗を有した歯の年齢推定に

は「天野の分類」が広く利用されている． 

咬耗度と歯髄腔容積から実際に年齢を推定することができれば身元不明遺体の身元確認におい

てきわめて有用な情報が得られる．しかし，咬耗度や歯髄腔容積と実年齢との相関を正確に調査

するためには，さまざまな年齢の未処置抜去歯を多数集めて精密に測定しなければならないが，

未処置歯を抜歯する機会は重度の歯周病患者の場合などに限られるので実際に調査することは不

可能である．  

そこで本研究では，被験者の下顎切歯の咬耗度を計測して年齢との相関性を調査した．さらに，

ほぼ同じ咬耗度を呈する抜去歯の歯髄腔容積をマイクロ CTで測定して，咬耗度率と歯髄腔容積率

との相関性を解析し，下顎切歯の咬耗度および歯髄腔容積から年齢推定が可能かどうかを検討し

た． 

【材料および方法】 

年齢が既知の歯の咬耗度の調査は，本研究内容を説明して同意を得た朝日大学医科歯科医療セ

ンターに来院した 30歳以上の患者および教職員の左右側下顎中切歯・側切歯から，破折や齲蝕に

より切縁が部分的に欠損している歯，治療痕のある歯，咬耗を認めない歯，エナメル質のみの咬

耗を有する歯，および咬耗面が不明瞭で測定できない歯を除外した．歯髄腔の容積率の測定には，

朝日大学口腔解剖学分野所蔵の年齢不詳のヒト抜去歯（下顎前歯）から，あきらかに歯髄腔に影

響があると考えられる歯を除外した．なお、本研究は朝日大学歯学部倫理委員会の承認（第 30017

号）を得て行った． 

被験者の下顎切歯および朝日大学所蔵の下顎抜去切歯の切縁を歯軸方向よりデジタルカメラに

て近接撮影した．撮影した口腔内下顎切歯切縁および抜去歯切縁の画像から，それぞれの咬耗面

全体と象牙質露出面の面積を画像編集ソフトによりピクセル単位で計測し，そのピクセル数の比

を咬耗度率とした． また抜去歯はマイクロ CTで断層撮影後，画像編集ソフトで３次元構築し， 
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抜去歯全体に対する歯髄腔容積の比率（容積率）を数量的に計測した．口腔内写真で測定した咬耗

度率と被験者の年齢，および抜去歯で測定した咬耗度率と容積率の統計処理を，表計算ソフトを用

いて相関係数の算出と性差を Welch の t 検定，歯種間・左右差の有無を対応のある t 検定を行い解

析した． 

【結 果】 

下顎切歯４歯の咬耗度率と実年齢，抜去歯の咬耗度率と容積率に明らかな相関関係は認められな

かった．次に，下顎切歯４歯の咬耗度率と実年齢の性差は男性では下顎左側側切歯を除いて多少の

相関が認められた．女性では相関関係は認められなかった．また，下顎中切歯の咬耗度と実年齢で

は，すべての年齢段階において、咬耗度率の分布範囲は広くなった．下顎切歯歯種間の差，左右差

および性差をｔ検定を行った結果，中切歯と側切歯で咬耗度に差があり，同じ歯種同士で左右差は

なかった．また，下顎左側中切歯を除いて男女の同じ歯種で差があった．  

【考 察】 

本研究は，「天野の分類」をさらに発展させて，目視による咬耗度の分類に頼らず，客観的な指

標となる咬耗度率を用いて，より精度の高い年齢推定を可能にすることを目的として研究に着手し

たが，咬耗による年齢推定の信頼性を否定せざるを得ない結果が多数得られた．被験者の下顎切歯

４歯の咬耗度率と実年齢との相関，および抜去された年齢不詳の下顎切歯の咬耗度率とマイクロ

CT の３次元構築画像から算出した容積率との間には，それぞれ明らかな相関関係は認めらなかっ

たため，咬耗の進行には著しい個人差が存在しており，下顎切歯の咬耗度率および歯髄腔容積率か

ら年齢を推定することは不可能であることが判明した．日本の食文化の変化，日本人の平均寿命の

延伸，歯の寿命の延伸等が，咬耗の進行に著しい個人差が存在する理由と考えられた． 

【結 論】 

今回の研究結果から，現代の日本人では加齢にともなう咬耗の進行に著しい個人差や性差があ

り，年齢との相関性が著しく低下していることが判明した．今後，より精密に咬耗度を測定するこ

とが可能になったとしても，「天野の分類」を含めて，歯の咬耗度から年齢を推定することは不可

能である．また，今回の研究では，実年齢が判明している歯を使って歯髄腔容積と実年齢との相関

性を調べてはいないが，抜去歯を用いた咬耗度率と容積率との相関性を解析した結果からは，歯髄

腔容積から年齢を推定することも不可能であることが判明した． 

 


